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　昨年、日本を訪れる外国人が初めて1,000万人を超
え、北海道も初めて100万人を突破しました。
　いま、さまざまな交流が生まれており、将来を見据
えた地域づくりが大切になっています。
　地域の活力と経済はヒトの交流とモノの移動が支え
ています。特に北海道は、広大な土地に街々が分散し
ていることから、移動の重みは他の地域に比べて大き
くなっており、適切な交通手段を選択できることがと
ても大切です。
　地域の足を担う公共交通は昨今厳しい状況にありま
すが、公共交通とその他の交通手段を、それぞれの長
所やサービスの特長を活かして賢く使い分け、地域を
元気にするための取組を考えるため、北海道運輸局で
は日本モビリティ・マネジメント会議（JCOMM）の
開催に合わせて、7月25日に帯広市のとかちプラザで、
「元気で明るい未来をつくろう」をテーマに「地域づ
くりと交通を考えるシンポジウムin北海道」を開催し
ました。

講演 1
人に、街に、環境に優しい交通
クルマとわれわれのくらし・都市・社会

　なぜ、クルマを買うのでしょうか。
クルマの魅力はモビリティが圧倒的
に向上することで、これは面積比で
考えると、同じ1時間圏内において、
徒歩に対して自動車はなんと256倍
になります。お金と違って万人に共
通の制約条件は時間です。それをど
ううまく使うかが、私たちのクオリ

ティ・オブ・ライフに非常に強く影響し、これを格段
に向上させるものがクルマと思います。
　生活を便利にしてくれるクルマですが、一方でいろ
いろな問題を引き起こしているのも事実です。
　自動車を前提にすると、郊外型の住宅地開発、ショッ
ピングセンターなど、まちが低密度化し、外延化しま
す。公共交通は独立採算制が原則になっていますので、
お客が減れば収入が少なくなり、そうすると運行本数
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を減らし、路線の廃止で費用の削減をすることになり
ます。こうして公共交通が不便になり、さらに自動車
に依存する構造になります。
　自動車への過度の依存で財政や環境など制約が厳し
くなると、渋滞、CO2排出、事故の問題など、交通だ
けでなく、まちの衰退にもつながります。中心市街地
の問題だけではなくて、行政サービスを提供する都市
経営の観点でのコストの問題、また、モビリティ・ディ
バイド※1や社会参画における公平性の問題がありま
す。これに対応するために、私たちはモビリティ・マ
ネジメント（MM）に力を入れ、好循環のサイクルに
切り替える努力をしています。ここで、好循環のサイ
クルに切り替える三つの視点を提案したい。それは「公
共交通のあり方を変える」「まちの形とあり方を変え
る」「人の気持ちと意識を変える」ということです。
公共交通のあり方を変える

　公共交通は環境や安全性、公平性、空間効率の高さ、
中心市街地など地域の活性化に役立つとされています
が、現実は非常に厳しく、公共交通の利用者は減少し、
地方部では経営が苦しいのが現状です。
　特に路線バスの場合、利用者数は年々減少し、原油
の高騰も影響し、より厳しい状態になっています。こ
れまで、バス会社には高速バスというドル箱路線があ
り、そこで稼いだものを生活路線に補填するという経
営努力ができたのですが、ツアーバスとの競争がより
厳しくなり、そうした中で、過酷な労働条件や極端な
コストカットなどを通じてバス事故が頻発し、安全性
の問題にも影響するようになりました。
　コミュニティバスが多くの自治体で導入されていま
すが、収支率が非常に悪い。全国のコミュニティバス
に対する電話調査では、人口の多い自治体の平均収支
率は57%ですが、 3万人未満の自治体では16%です。
　そうした中でのバスの挑戦事例を紹介したい。一つ
は、埼玉県のイーグルバス。イーグルバスでは、「事
業の見える化」と「改善過程の見える化」を、ハイテ
ク機器を導入して徹底的に行っています。「運行の見
える化」では、すべてのバスにGPSと乗降センサーを
付け、車内アンケートも実施。「コストの見える化」

では、原単位管理で 1 km、 1 分単位のコストを明ら
かにし、どこで経費のカットが可能かを調べています。
データを取りながらPDCAサイクル※2で熱心に取り組
んでいます。
　次は、十勝バスです。十勝バスでは顔の見える営業
活動で、地域の魅力ポイントをパッケージ化したり、
提供できるさまざまなサービスを開発しようと、停留
所周辺のお宅にローラー作戦的に家庭訪問をされるな
どコミュニケーション活動を実施しています。その結
果、バスは「不便だから利用しない」と敬遠されてい
ると思いがちなのですが､実は「不安だから、利用し
ない」という住民が多いことがわかり、これに対する
取組を展開して平成24年度には対前年度比で15%収入
が増えています。これもコミュニケーションの重要性
を示す非常に参考になる例です。
　次は、つくば市です。つくば市では、コミュニティ
バスの運行を続けています。当初、バスのサービスは
公平性が大事だということで、すべての集落を循環し
ていたところ、1周 2時間半ぐらいかかっていました。
そこで、速達性を重視した幹線系を取り入れました。
さらに面的なサービスはデマンド系のタクシーで実施
しようとしています。まだ、なかなかうまくいってい
ないのですが、行政は短いPDCAサイクルで改善の即
時実施を心がけることで努力しています。また、市民
や事業者との協力･連携も重要です。例えば、バス停
が近くに欲しいという市民の要請には、市民にももっ
と利用することを求めたり、シェルター整備には市民
の協力を求めます。事業者には低廉なサービス調達や
アイディアの提案を要請しています。こうした取組で、
始めたころは年間40万人ぐらいの乗客が、昨年度は80
万人を超えました。地道にやれば、バスもお客が倍に
なるということです。
まちの形とあり方を変える

　コンパクトシティには、私は二通りあると思ってい
ます。それは「物理的コンパクトシティ」と「機能的
コンパクトシティ」です。
　単に物理的再編を求める「物理的コンパクトシティ」
ではなく、経過的措置として交通やITを活用した「機

※１　モビリティ・ディバイド（mobillity　divide）
公共交通機関が寂れ、移動する自由度が奪われ、差別化されてしまうこと。

※２　PDCAサイクル
事業活動における管理業務を円滑に進める手法の一つ。Plan（計画）→Do（実行）→
Check（評価）→Act（改善）の４段階を繰り返すことで、業務を継続的に改善。
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能的コンパクトシティ」を目指すべきでしょう。国も
「コンパクト+ネットワーク」を基本政策として掲げ
るようになりました。富山市のLRT※3は都心環状線セ
ントラムとポートラムによって高齢者の社会参画と元
気化、中心部の活性化、まちのコンパクト化の効果が
生まれています。自治体の取組によって市民の交通行
動は変わり、公共交通を都市経営の総合性の観点から
とらえることの重要さを実証していると思います。
人の気持ちと意識を変える

　最後に、最も大切な「人の気持ちと意識を変える」
です。自動車を使う理由は、「便利だから」「みんな
使っているから」「私一人ぐらいいいだろう」とい
うことでしょう。ここにMMが必要で、情報提供し
てもらうことで交通行動が自発的に変容するという
ことです。
　こうしたことは、ごみのポイ捨てや違反駐車、交通
混雑、風景の衰え、公共交通の衰退、魅力的でない都
市、地球環境問題などすべてに共通する課題です。社
会的ジレンマは、短期的・利己的にメリットのある行
動を取れば、社会的・長期的なメリットは低下すると
いう状況です。これを考えてもらうための情報提供と
議論、試行が大事です。

講演 2
地域の交通と、地域の強

きょう

靭
じん

化
「経営」と「管理」の違いとは

　日本モビリティ・マネジメント会
議は、来年第10回を迎えます。石田
先生を中心として交通の問題を議論
してきたのを、それに合わせて、新
しく本にまとめることになりまし
た。そこで、まず私が 1、2章だけ、
たたき台を書きましたので、今日は
その第 1章をお持ちしました。

　モビリティ・マネジメントの定義は、「モビリティ（交
通）をマネジメント（改善）する取組を意味する。つ
まり、それぞれの地の交通を、人と組織と社会の活力
を通して、少しずつ『改善』していく取組」と書きま

した。「マネジメント」は「管理」と訳される場合も
ありますが、比較的近い日本語は「経営」で、これを
さらにパブリックなものに拡張した概念です。「経営」
と「管理」の違いは、その対象に「もののあわれ」を
心に秘めた魔物のようなわけのわからない人間がいる
かどうかです。70年前、ヒトラーのユダヤ人迫害でア
ウシュビッツ的な状況が起こりましたが、最近の尼崎
市のドラム缶遺体事件も構造は似ています。政治哲学
者ハンナ・アーレントはこのようなことを「全体主義」
と呼びましたが、こうした全体主義とは人間を人間と
見なさず、さながら機械のように扱い、パソコンのシ
ステム管理のように人間組織を管理しようとしてでき
あがるもの。人間は断じてモノではありません。人間
をモノ扱いすることは、いかなる組織であれ状況であ
れ、絶対にやってはいけないのです。
一人ひとりが考える能力を持つ　

　交通にはあらゆる人間が関与しており、個人から事
業者、行政、司法関係などの組織まで多様なものを含
みます。そこでさまざまなルールがつくられ、政策が
展開されています。遠目に見ると、多数のアリが群がっ
ているかのように見えますが、一人ひとり生まれてき
た人間ですから、仮に非効率なことがあっても、おろ
そかに扱うことはできません。自由化推進論者たちは
「日本でもっと新陳代謝を進めねば」と言って、誰か
が勝手に決めたルール上でのいわゆる「弱者」を簡単
に切り捨てようとしますが、尊厳ある人間を対象に「新
陳代謝」などと言ってはなりません。繰り返しますが、
モノではないのです。だから彼らは皆、ヒトラーと同
様の精神構造を持つ全体主義者と言っていいでしょ
う。絶対にそうした態度は許してはなりません。
　老子は経営についても語っていて、例えば「良い上
司とは何か」という話があります。最も悪い上司は「馬
鹿にされる上司」です。二番目に悪いのは「怖れられ
る上司」です。三番目が「尊敬される上司」です。そ
の上のランクの上司は「愛される上司」です。そして
最高の上司は「いるかいないか、わからない上司」で
す。何もかもうまくいっていて、上司がいるかいない
かわからないようですが、上司がビジョンとして描い

※３　LRT（Light-rail　transit）
床が低いバリアフリー型の路面電車。
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ているシステム、組織が動いているということです。
　MMが目指すのはこれで、例え行政が規制しなくて
も交通事業が問題なく回ることです。ただ、そのため
には不可欠な条件があり、それはアーレントの言う
「Ability to think（考える能力）」を一人ひとりが持つ
ことです。一人ひとりが自分の価値観で判断し、地域
全体のことを考え、何か問題があれば協力しつつ、自
発的自立的に改善活動を繰り返していく、そんな状況
となることを促していくのがMMなのです。
「もしドラ」に学ぼう　

　私が生まれた1968年は高度成長期でしたが、その後、
日本社会は激変にさらされました。今後さらにTPPな
どの規制緩和の津波に飲み込まれるかもしれません。
一人ひとりが考える社会ならば生き残る可能性は高い
でしょうが、そうでなければ流されてします。状況が
変わっても生き残れることが「強靭性（レジリエンス）」
で、何があっても、強くしなやかに元に戻ることです。
本来の科学的意味は、ボールのように弾んで元に戻る
反発力ですが、社会については、みんなで考えて対応
していく能力です。一人ひとりの「Think Globally, 
Act Locally（大局的に考え、局所的に実践せよ）」が
求められます。
　では、具体的にMMにどのように取り組むのか。マ
ネジメントの本質を理解するには、映画にもなったベ
ストセラー小説『もし高校野球の女子マネージャーが
ドラッカーの「マネジメント」を読んだら』（もしドラ）
が大変参考になります。主人公のマネージャー「みな
み」はP.ドラッカーの教えどおり、部員を個別面談し、
やる気を引き出し各人のスキルを向上させる取組を重
ねます。まさに、一人ひとりの声を聞くことがマネジ
メントでは最も重要なのです。
あらゆる鋼鉄を融かして動かす　

　現在の日本は全体主義だらけで、行政も含めて鋼鉄
のように固まり切ったような閉塞感が漂っています。
これを融かして、「個人が自分の良心に従い、頭を使っ
て仕事をしてもいいのだ」と気づかせるのがマネジメ
ントです。
　「もしドラ」の主人公たちが甲子園に行けたように、

交通問題においてそれぞれの地域を改善していくこと
が私たちの甲子園出場です。この目的のために、一人
ひとりがきちんとものを考えるようになり、社会の「も
ののあはれ」を少しでも動かしていくことができれば
と思います。

パネルディスカッション
地域を支える交通！～地方バスの役割と今後の展望～

中村　最初に私から、地方バスに関す
る現状認識をお示しいたします。その
後、皆様から順にプレゼンテーション
をしていただきたいと思います。
　地方バスに関する現状認識とし
て、①人口減少、②自動車の進化、
③送迎交通の拡大、④バス運転士不
足があります。
　人口減少は地域差が非常に大き

く、首都圏と帯広市では年代別などの構成比も異なり
ます。ただ人口が減るというより、人口構造や空間的
な違いがあることを強調しておきます。
　また、クルマは進化してきています。高齢者が運転
しやすいクルマは増えていくのだろうと思います。も
ちろん技術の進化にはいろいろな意味があるので、ク
ルマの進化を否定的にとらえる必要はないのですが、
ただバックグラウンドの条件として知っておく必要が
あります。さらに、交通には送迎交通という分野の移
動があるのですが、これも帯広のパーソン・トリップ
調査※5では、夏期と冬期で違いますが、送迎の占める
割合はかなり高い。全国的にも三大都市圏以外で増え
ており、公共交通が使いづらい場所で送り手もいると
いう状況のなか、増加しているようです。
　バス運転手の不足については、高速バスのあり方を
見直すという検討会の座長を務めたことがあり、そこ
でいろいろと勉強をさせてもらったのですが、とにか
く運転手不足が著しい状況になっています。
野村　先代社長から経営を引き継いだ1998年当時、当
社は減収の一途で非常に厳しい状況でした。そこで
2008年、営業強化に踏み出し、試みたのが沿線住民宅

※４　TFP（Travel Feedback Program）
MM技術のうちの一つ。一人ひとりの自立的な行動変化を促すコミュニケーション型
のプログラム。

※５　パーソン・トリップ（porson　trip）調査
「どのような人が」「どのような目的で」「どこからどこへ」「どのような交通手段で」
移動したかを調べるもの。
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への戸別訪問です。それにより、バ
スが利用されないのは、「不便だか
らではなく､不安だから」というこ
とがわかりました。不安を解消すべ
くバスの乗り方についてのPRに力
を入れ、買い物や通院など目的施設
を明示した「目的時刻表」を作成、
また施設のサービスと運賃をセット
にした「日帰り路線パック」を販売
するなど、現場のニーズに応える取組を続けたところ、
11年度には40年ぶりに利用客数が増加し、その後も順
調に経過しています。
原　当社グループの小嶋光信代表が
社長に就任した1999年当時、岡山市
では都市のスプロール化が進み、公
共交通は衰退傾向にありました。交
通の活性化には地域自体が元気にな
る必要があると「歩いて楽しいまち
づくり運動」に着手し、独自に、街
の人口増につながる高層マンション
2棟を建設、未来型LRT「MOMO」
やフランス製バスシェルターの導入など積極的にまち
づくりを進めました。こうした取組は、2010年、岡山
市に提言した「エコ公共交通大国おかやま構想」へと
進展します。各地の公共交通の再生事業も手がけ、津
エアポートライン、和歌山電鐵、中国バス、井笠鉄道
について各地元自治体との連携で再建を図っています。

渋武　北海道運輸局は、交通の安全
確保と利便性、快適性の向上、観光
地域づくりなどを行っています。ま
ちの活力を支える上でヒト・モノの
移動は根幹の一つであり、交通の選
択可能性はまちの豊かさにもつなが
りますので、行政としてしっかり応
援し、地域と一緒に取り組みたいと
考えています。国土交通省では地域

公共交通確保維持改善事業として、地域公共交通に関
し各種の支援を行っていますが、北海道運輸局自らも

個々の事業者HPの使い勝手の評価やHPを一覧できる
リンクの設置などの公共交通を知らない方の利便性向
上の取組や、「北海道お気軽ひとり旅支援サイト」の
構築、離島ツーリズムと船・バスの組み合わせによる
利用推進など、知らない方や外から来られた方も含め
た公共交通の利用促進を図っています。また、物理的
なバリアフリーに限らず、情報取得・乗り継ぎといっ
た際の利用の円滑化に対する検討も始めています。
地域づくりとしての公共交通の機能と役割

中村　さらに論点を絞ってコメントをいただきます。
一つ目として、公共交通の地域における果たすべき役
割や地域公共交通の再生のポイントについて、コメン
トをいただきます｡　
野村　少子高齢化が今まで以上に深刻化していくなか
で、一番の懸念は、家庭におられる高齢者が外出不可
能になっていくことです。送り迎えの担い手は物理的
に減少し、経済的な理由等から、自家用車がどんどん
使えなくなり、高齢者が出られなくなることで健康を
害し、医療費が増大する、さらに消費活動が行われな
いために、経済も停滞するという悪循環に入っていき
ます。その際に、高齢者の外出を担うのが、私たち路
線バスなどの公共交通であると強く感じています。
　また、地域公共交通の再生のポイントはいろいろと
ありますが、まちづくりと一体となった、つまり単に
道路計画ではない公共交通計画を立てていかなければ
ならないと思います。政令指定都市より小さい自治体
には交通政策を専門に議論する場がありません。それ
で交通政策といえば、道路政策ばかり論じられ、公共
交通政策に足を踏み入れていない場合が多いと思いま
すので、これをしっかり動かしていくために、公共交
通政策を横断的に議論するセクションの設置が必要で
はないかと思います。また、観光政策も十分に交通政
策に寄与していく部分だろうと思います。
　加えて、都市と近隣市町村の間では国道が幹線路線
となっていますが、距離があって非常に時間がかかる
ので、高速道路の活用が今まで以上に必要になります。
　私が考える公共交通の再生のポイントは以上です
が、さらに限定して、積雪寒冷地特有の再生ポイント
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を挙げれば、お客さまは不安なのでバスに乗らないと
いう話でしたが、冬場はどうしても渋滞に巻き込まれ
てしまいます。自家用車より小回りがきかず、幹線し
か走っていないので、逃げ道がありません。冬だけの
バスレーン設置も十分に考えられていいと思います。
原　バスは通常の移動手段ですが､マイカー、自転車
と競争しても勝てません。当社ではマイカーと共存す
る「パーク&バスライド」を進めています。現在、
300台弱のキャパシティーですが、平成11年から続い
ており、この輪を広げていきたいと思っています。こ
のようにバスと他の乗り物との共存という部分で、公
共交通の生きる道を探っているところです。
　それから、地域公共交通再生のポイントですが、再
生の条件としては、地元自治体、議会、国の支援の確
立、沿線住民の、どうしても残してほしいという熱意
が必要です。また、経営のパターンにはいくつかあり
ます。第一は、公設公営、つまり公が輸送手段を保有
し、運行する。第二は、民設民営で、民間が輸送手段
を保有し、運行する。第三は、公設民営で、公が輸送
手段を保有し、民間が運行するというパターンがあり
ます。しかし、公設民営で公の部分を公がコスト負担
しても、なお赤字が出るという地域もあり、公設民間
委託でないと維持ができないということになります。
井笠鉄道の場合は、準公設民営という形で自治体から
の運行依頼で再建しているところです。
渋武　地域の足ということを考えますと、議会を含め
ていろいろな方々のご理解がないといけないと思いま
すし、交通についてきっちり議論するセクションがな
ければいけないと認識しています。地域として公共交
通をどこまで守り支えるか、まちに住んでいる限り必
要なのが移動であり公共交通ですので、それを支える
お手伝いができないかと思っています。
　まちづくりと交通の法律がまとめて審議・改正され

たように、活性化の取り組みとともに交通を考えたり、
まちの中で必要なヒトの動きを束ねることにより、公
共交通を支えられるようにすることが大事です。また、
公共交通の利用の仕方がわからない方もおられますの
で、案内表示誘導や乗り継ぎなど知らない方が快適に
利用できる取り組みができないかと思います。移動を
選べることが地域の豊かさであるということを大事に
しながら、地域づくりに参加したいと思います。
交通をどう楽しくするか

中村　最後に、「交通をどう楽しくするか」というこ
とで､一言ずつお話しいただきます。
野村　いろいろな側面がありますが、私は行きたいと
ころにいつでも安心して簡単に行けるツールであるこ
とを示すことだと思います。当地では、昨年「十勝圏
二次交通活性化推進協議会」を立ち上げて、二社の路
線バス事業者とタクシー協会が連携してワンストップ
の目的地提案の商品をつくりました。今年 7月までの
利用実績は1,500名ぐらいで、そのタクシー部門を非
常に沢山の方が利用している状況です。
原　岡山市では、11月に大きな商業施設が完成する予
定で、年間 2千万人のお客さまを集めるということで
す。このなかには観光に興味を持たれる方もいるので
はないかということで、ミシュラン三つ星観光地の「後
楽園」と「岡山城」にいかに足を運んでいただけるよ
うにするか、仕組みを考えています。それから、岡山
市は駅前と以前からある繁華街が 1 kmぐらい離れて
おり、二つの核があるのですが、ここを回遊できるよ
うにするために回遊バスを検討しています。このバス
では、バスのなかで目玉商品が買えるようなシステム
で楽しんでいただけるようにと考えています。
渋武　子どもの頃乗り物に乗るのが楽しかったよう
に、人口密度が低く移動の時間と費用の重みが大きい
北海道なので、単なる移動手段ではなく、移動そのも
のの楽しさをもう一度考えてみてはどうでしょうか。
中村　本当にいろいろなところに可能性があります。
現場を見て、どういう知恵でやっていくのかというこ
とだと思います。
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